
71

保
存
し
、
郷
土
の
文
学
遺
産
を
継
承
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
本
資

料
の
設
置
を
志
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
遺
族
か
ら
資
料
提
供
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
年
、
島
根
県
立
女
子
短
期
大
学
に
文
学
科
が
認
め
ら
れ
、
文
学

科
の
増
設
は
、
郷
土
文
化
の
継
承
と
創
造
を
教
育
目
的
の
一
つ
と
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
許
さ
れ
た
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
は
「
郷
土
文
学
概

論
」（
通
年
四
単
位
）
が
設
け
ら
れ
た
。
ま
た
一
九
九
八
年
に
は
、

「
山
陰
『
明
星
』
歌
人
資
料
展
」
が
同
図
書
館
に
て
行
わ
れ
、
そ
の

資
料
の
多
く
を
公
開
し
た
。

本
資
料
は
寺
本
氏
に
よ
っ
て
目
録
が
作
成
さ
れ（
1
）、
そ
の
後
、
寺

本
氏（
2
）
や
学
生
ら（
3
）
に
よ
っ
て
基
礎
調
査
が
な
さ
れ
た
。
し
か
し
、

そ
の
後
に
は
長
ら
く
活
用
さ
れ
ず
、
本
学
図
書
館
司
書
で
あ
る
北
井

由
香
氏
の
資
料
紹
介（
4
）
を
手
が
か
り
と
し
て
、
令
和
以
後
た
び
た

び
学
外
機
関
か
ら
の
閲
覧
・
研
究
利
用
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
鑑
み
て
、
本
資
料
を
広
く
周
知
し
、
研
究
の

便
を
図
る
た
め
、
資
料
の
一
部
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
本
学
図
書
館

一
、
文
芸
誌
『
銀
鈴
』

島
根
県
立
大
学
松
江
キ
ャ
ン
パ
ス
図
書
館
に
は
、〈
山
陰
『
明
星
』

歌
人
資
料
〉
と
名
づ
け
ら
れ
た
貴
重
資
料
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

奥
原
碧
雲
（
一
八
七
三
─
一
九
三
五
）、
河
野
翠
瀲
（
一
八
八
四

─
一
九
四
一
）、
能
海
紫
星
（
一
八
八
五
─
一
九
一
五
）
と
い
う
明

治
大
正
期
に
島
根
県
に
お
い
て
活
躍
し
た
地
方
文
人
の
残
し
た
資
料

で
あ
り
、
約
一
一
七
種
二
七
八
点
に
及
ぶ
。
こ
の
三
名
の
文
人
は
、

い
ず
れ
も
明
治
期
の
新
詩
社
に
よ
る
詩
歌
雑
誌
『
明
星
』
と
の
か
か

わ
り
を
有
し
、
山
陰
地
方
の
文
芸
活
動
を
大
き
く
発
展
さ
せ
た
存
在

で
あ
る
。

本
資
料
は
、
本
学
の
前
身
で
あ
る
島
根
県
立
島
根
女
子
短
期
大
学

の
名
誉
教
授
・
寺
本
喜
徳
氏
が
奥
原
家
、
河
野
家
、
能
海
家
に
寄
贈

を
許
さ
れ
整
備
し
た
も
の
で
あ
る
。
伝
統
的
に
和
歌
の
作
歌
活
動
が

盛
ん
で
あ
っ
た
出
雲
地
方
に
お
い
て
、
地
方
歌
人
の
資
料
を
収
集
・

〈
資
料
紹
介
〉
雑
誌
『
銀
鈴
』
と
杉
浦
非
水
書
簡

山
　
村
　
桃
　
子
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る
こ
と
に
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
の
で
は
な
い
の
か（
8
）。

明
治
三
二
年
に
創
刊
さ
れ
た
『
明
星
』
に
よ
り
、
和
歌
の
革
新
運

動
が
全
国
に
広
ま
る
中
、
島
根
県
に
お
い
て
も
明
治
三
五
年
頃
に
短
歌

運
動
の
盛
り
上
が
り
が
あ
り
、
多
く
の
結
社
が
存
在
し
た
と
い
う（
9
）。

『
銀
鈴
』
は
そ
の
『
明
星
』
歌
人
の
育
成
を
目
的
と
し
た
雑
誌
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。

『
銀
鈴
』
を
創
刊
し
た
河
野
翠
瀲
（
本
名
岩
雄
）
は
、
島
根
県
邑

智
郡
田
所
村
（
現
邑
南
町
下
田
所
）
に
生
ま
れ
る
。
島
根
県
と
広
島

県
の
県
境
近
い
地
域
で
あ
る
。
明
治
三
二
（
一
八
九
九
）
年
、
十
六

歳
の
時
に
早
稲
田
大
学
聴
講
生
と
な
り
、
そ
の
間
、
文
芸
誌
や
新
聞

で
の
作
品
の
発
表
を
積
極
的
に
行
い
、
与
謝
野
鉄
幹
に
師
事
し
て
、

短
歌
・
俳
句
・
小
説
な
ど
を
創
作
し
た
。『
明
星
』
に
は
翠
瀲
の
作

品
も
掲
載
さ
れ
る
。

翠
瀲
は
田
所
村
役
場
に
務
め
な
が
ら
も
、
河
合
咀
華
を
中
心
に
、

青
戸
白
虹
、
岩
崎
酔
芳
ら
と
「
紫
虹
社
」
を
結
成
し
、『
明
星
』
石

見
支
部
を
開
設
、
三
六
年
に
月
森
神
来
、
森
脇
桃
村
、
菅
原
紅
雨
ら

と
「
新
凉
会
」
を
結
成
す
る
。
同
年
に
は
詩
集
『
第
一
白
檀
弓
』
を

刊
行
、
三
七
年
に
は
『
銀
鈴
』
を
創
刊
し
た
。

『
銀
鈴
』
第
一
号
【
図
①
】
は
わ
ず
か
四
頁
の
簡
素
な
冊
子
で
あ

り
、
二
〇
名
の
地
方
歌
人
に
よ
る
計
四
五
首
の
短
歌
作
品
の
み
が
掲

載
さ
れ
る
。
編
集
兼
発
行
人
は
翠
瀲
で
、
発
行
所
は
「
新
凉
会
」、

印
刷
は
邑
智
郡
川
本
村
（
現
川
本
町
）
で
あ
る（
10
）。

第
二
号
は
八
頁
と
増
加
し
、
評
論
、
短
詩
（
短
歌
）、
俳
句
、
小

W
eb

サ
イ
ト
に
お
い
て
「
山
陰
〈
明
星
〉
歌
人
資
料
一
覧
」
と
し
て

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
公
開
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た（
5
）。
そ
の

端
緒
と
し
て
、
二
〇
二
一
年
に
は
島
根
の
地
方
文
芸
誌
『
銀
鈴
』
全

号
が
公
開
さ
れ
た
。
本
稿
で
は
、
こ
の
『
銀
鈴
』
に
か
か
わ
る
本
資

料
の
一
部
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
き
た
い
。
な
お
『
銀
鈴
』
各
号
の

概
要
に
つ
い
て
は
山
﨑
克
彦
氏
『
石
見
人
物
記
』（
6
）、
全
体
の
概
要

に
つ
い
て
は
明
石
利
代
氏
『「
明
星
」
の
地
方
歌
人
考
』（
7
）
を
参
照

さ
れ
た
い
。

雑
誌
『
銀
鈴
』
は
、『
明
星
』
石
見
支
部
を
担
っ
た
河
野
翠
瀲
が

中
心
と
な
っ
て
刊
行
し
た
明
治
期
の
地
方
文
芸
誌
で
あ
る
。
明
治
三

七
（
一
九
〇
四
）
年
に
第
一
号
が
創
刊
さ
れ
、同
四
二
（
一
九
〇
九
）

年
に
三
六
号
を
も
っ
て
終
刊
し
た
。
内
容
は
、
新
派
短
歌
（
短
詩
）

を
中
心
と
し
て
、
俳
句
、
長
詩
、
漢
詩
、
美
文
、
小
説
、
評
論
、
雑

文
、
紀
行
、
書
簡
な
ど
多
様
な
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
が
発
表
さ
れ
て
い

る
。『

銀
鈴
』
発
行
の
主
目
的
に
つ
い
て
は
、
明
石
氏
が
次
の
よ
う
に

述
べ
る
。

「
文
庫
」「
新
声
」
へ
の
投
書
か
ら
始
ま
る
翠
瀲
が
新
し
い
文
学

創
造
の
運
動
に
参
加
す
る
意
図
を
有
っ
て
い
た
の
は
明
ら
か
で

あ
り
、
そ
れ
が
「
明
星
」
中
心
に
な
っ
て
き
て
殊
に
短
歌
に
重

点
を
お
く
よ
う
に
な
っ
た
が
、
地
元
で
の
動
き
と
も
結
び
つ
い

て
新
凉
会
結
成
と
「
銀
鈴
」
発
刊
と
に
な
っ
て
い
っ
た
そ
の
運

動
の
最
も
端
的
な
目
標
は
、
会
員
達
を
「
明
星
」
で
活
躍
さ
せ
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し
給
ふ
べ
き
、
好
箇
の
時
機
に
達
し
た
る
こ
と
を
、
自
ら
告
ぐ
る
の

光
栄
を
よ
ろ
こ
ぶ
」（
第
二
一
号
）
と
、
安
定
し
た
刊
行
の
困
難
な

地
方
文
芸
誌
界
に
お
い
て
、
他
誌
を
吸
収
し
な
が
ら
成
長
・
発
展
し

た
自
負
が
示
さ
れ
た
。

な
お
、『
草
笛
』
と
の
合
同
に
あ
た
り
諸
条
件
を
確
認
し
た
、
奈

倉
梧
月
・
祝
羽
風
筆
の
翠
瀲
宛
書
状
【
図
⑦
】（
明
治
三
九
年
一
月

一
一
日
付
）
も
、
本
資
料
群
に
収
蔵
さ
れ
る
。

ま
た
、
新
た
な
読
者
獲
得
の
試
み
と
読
者
育
成
を
目
的
と
し
て
、

懸
賞
俳
句
（
第
一
三
号
よ
り
）、
和
歌
初
学
者
の
た
め
の
無
料
添
削

（
第
一
九
号
）
が
開
始
さ
れ
、
短
歌
の
選
者
と
し
て
東
京
の
平
野
萬

里
（
一
八
八
五
─
一
九
四
七
）
が
迎
え
ら
れ
た
。
平
野
は
『
明
星
』

等
に
作
品
を
多
数
発
表
す
る
「
青
年
詩
人
」
で
あ
っ
た
。

『
銀
鈴
』
編
集
局
は
、
明
記
さ
れ
て
い
る
限
り
で
は
左
記
の
全
七

名
が
み
と
め
ら
れ
、
翠
瀲
以
外
は
、
他
県
へ
の
異
動
等
の
理
由
に
よ

り
、
常
に
入
れ
替
わ
り
を
み
せ
る
。

河
野
翠
瀲
（
全
号
）

佐
々
木
朝
風
（
第
三
号
～
第
十
号
）

大
屋
桂
水
（
第
三
号
～
第
一
四
号
）

菅
原
紅
雨
（
第
十
号
～
第
三
二
号
）

千
代
延
松
灣
／
春
圃
（
第
八
号
～
？
）

朝
日
山
錦
水
（
第
二
三
号
）

河
野
素
陽
（
第
二
八
号
）

説
、
英
文
、
評
釈
、
雑
文
と
多
数
の
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
が
掲
載
さ
れ

る
。
短
詩
は
新
凉
会
詠
草
、
石
見
、
浜
田
、
伯
耆
、
出
雲
に
加
え
神

戸
か
ら
も
寄
稿
が
あ
る
。

二
号
の
発
行
所
は
「
銀
鈴
社
」
と
改
め
ら
れ
、「
新
凉
会
」
は
銀

鈴
社
内
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。「
會
友
の
短
歌
は
「
銀
鈴
」
に

掲
載
し
随
時
單
行
詩
集
を
發
行
し
頒
布
す
」
と
あ
り
、
第
四
号
に
は

同
誌
と
「
松
陽
新
報
」
に
限
り
新
凉
会
の
詠
草
を
発
表
す
る
と
あ
る
。

第
三
号
【
図
②
】
は
『
銀
鈴
』
に
と
っ
て
記
念
す
べ
き
号
で
あ

る
。
頁
数
は
全
十
六
頁
と
大
幅
に
増
え
、
表
紙
は
杉
浦
非
水
（
当
時

は
本
名
の
朝
武
で
活
動
し
た
が
、
以
降
非
水
と
呼
ぶ
）
に
よ
る
画
で

飾
ら
れ
た
（
次
節
）。
新
凉
会
詠
草
は
松
江
支
部
、
浜
田
支
部
と
あ

り
、
二
葉
会
の
俳
句
が
掲
載
さ
れ
る
。「
編
集
餘
言
」
に
は
、
松
江
・

浜
田
・
米
子
に
新
凉
会
の
支
部
が
置
か
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
、「
な

ほ
各
地
に
支
部
設
置
を
希
望
致
候
」
と
そ
の
拡
大
を
図
り
、
第
四
号

で
は
出
雲
に
第
四
支
部
、
第
六
号
で
は
大
東
支
部
が
新
た
に
設
置
さ

れ
て
い
る
。

第
三
号
以
降
、
杉
浦
非
水
の
表
紙
に
彩
ら
れ
た
『
銀
鈴
』【
図
③

④
⑤
⑥
】
は
そ
の
勢
い
を
増
し
、
精
力
的
に
刊
行
さ
れ
る
。
ま
た
他

誌
を
も
吸
収
し
、
第
十
号
（
明
治
三
九
年
二
月
）
で
碧
雲
会
俳
誌

『
草
笛
』（
松
江
）（
11
）、
第
二
一
号
（
明
治
四
〇
年
四
月
）
で
白
鳥
会

と
合
同
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。「
我
が
銀
鈴
社
が
能
く
已
に
三
年

の
苦
節
を
全
う
せ
る
は
、
社
友
及
び
読
者
諸
君
の
明
知
せ
ら
る
る
所

な
る
べ
き
を
信
ず
」
と
し
て
、
継
続
の
苦
労
が
示
さ
れ
る
も
の
の
、

「
我
社
は
、
今
や
諸
君
が
我
社
の
地
方
雑
誌
界
に
於
け
る
勢
力
を
撿
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ぎ
で
な
い
。

そ
れ
も
遊
ん
で
い
る
人
々
の
、
慰
み
に
な
ら
善
か
ら
う
が
、

相
應
に
多
忙
な
職
業
を
有
し
て
ゐ
る
我
等
に
は
、
實
に
堪
へ
難

い
こ
と
だ
。

と
云
ふ
譯
か
ら
、
從
來
の
紙
面
を
一
層
緊
縮
し
て
、
可
成
我

等
の
手
數
を
省
き
た
い
と
い
う
ふ
こ
と
に
し
た
。
畢
竟
、
眞
に

我
等
と
志
を
同
じ
う
す
る
人
々
の
、
堅
き
結
合
を
以
て
、
文
藝

を
樂
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
我
等
は
、
社
友
諸
君
の
温
情

熱
意
に
信
賴
し
て
、
逞
ま
で
奮
闘
を
續
け
た
い
と
思
ふ
。

（
第
二
五
号
「
社
告
」）

翠
瀲
は
明
治
四
一
年
九
月
に
二
五
歳
で
田
所
村
助
役
に
就
任
し
て

お
り
、
多
忙
の
時
期
に
さ
し
か
か
っ
て
い
た
。
本
号
よ
り
判
型
は
袖

珍
正
方
形
版
の
一
段
組
と
な
り
、
表
紙
絵
・
目
次
・
広
告
も
な
く
な

る
。「
可
成
我
等
の
手
數
を
省
き
」
つ
つ
も
、「
奮
闘
を
續
け
た
い
」

と
刊
行
の
続
行
を
望
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
「
紙
面
の
緊
縮
」
は
、

拡
大
傾
向
に
あ
っ
た
『
銀
鈴
』
の
大
き
な
転
機
と
い
え
る
。
同
時
に

「
社
内
の
整
理
」
を
行
い
、「
少
數
の
人
々
の
み
を
以
て
組
織
結
成
す

る
こ
と
に
し
た
」（
三
五
号
）
こ
と
が
後
に
明
か
さ
れ
る
。

長
ら
く
編
輯
に
尽
力
し
た
紅
雨
は
三
三
号
（
明
治
四
一
年
七
月
）

に
「
転
勤
の
た
め
本
村
を
去
れ
り
」
と
異
動
の
た
め
、
そ
の
任
を
離

れ
た
。
編
集
は
再
び
翠
瀲
が
全
て
を
担
う
こ
と
と
な
り
、
そ
の
半
年

後
の
明
治
四
二
年
二
月
を
も
っ
て
終
刊
す
る
。
翠
瀲
の
繁
忙
も
あ
る

が
、
同
時
期
で
あ
る
明
治
四
一
年
一
一
月
の
『
明
星
』
廃
刊
の
影
響

中
で
も
、新
凉
会
結
成
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
菅
原
紅
雨
（
本
名
正
男
）

は
、
佐
々
木
朝
風
と
入
れ
替
わ
る
形
で
第
十
号
か
ら
編
輯
担
当
と
な

り
、
以
後
三
年
半
に
わ
た
り
翠
瀲
を
支
え
た
。

第
二
九
号
（
明
治
四
一
年
二
月
）
に
は
編
集
局
の
業
務
分
担
が
示

さ
れ
、「
社
友
加
盟
、
購
読
申
し
込
み
、
広
告
に
関
す
る
事
件
」
に

つ
い
て
は
銀
鈴
社
事
業
部
（
下
田
所
・
河
野
翠
瀲
）、「
社
友
お
よ
び

一
般
読
者
の
寄
稿
、
新
刊
雑
誌
類
の
寄
贈
等
編
輯
一
切
に
関
す
る
事

件
」
に
つ
い
て
は
銀
鈴
社
編
輯
部
（
下
亀
谷
・
菅
原
紅
雨
）
に
寄
せ

る
よ
う
記
さ
れ
る
。
こ
の
頃
に
は
誌
面
の
実
質
的
な
編
輯
は
紅
雨
が

担
う
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

そ
れ
に
先
立
つ
二
五
号
【
図
⑧
】（
明
治
四
〇
年
九
月
）
で
は
判

型
を
変
更
し
て
お
り
、
そ
の
理
由
を
次
の
よ
う
に
記
す
。

元
来
、
雜
誌
の
編
輯
に
は
、
表
面
に
現
は
れ
な
い
多
く
の
苦

心
と
勞
力
と
を
要
す
る
も
の
だ
。
投
書
を
夫
々
區
分
し
た
り
、

清
記
し
た
り
、
社
告
も
書
く
、
新
刊
紹
介
も
書
く
、
字
詰
行
数

の
計
算
、
活
字
の
植
え
方
、
す
つ
か
り
一
部
の
原
稿
が
出
來
上

が
つ
た
時
、活
版
所
へ
送
る
。
そ
れ
が
印
刷
し
て
回
る
ま
で
に
、

封
筒
な
ど
の
準
備
を
整
へ
て
置
く
。
斯
う
い
ふ
手
數
を
、
毎
月

繰
返
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
少
し
の
油
斷
が
あ
つ
た
ら
、
最
う
直
ぐ
、

遲
刊
だ
、
休
刊
だ
。

以
上
は
編
輯
の
側
に
就
い
て
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
營
業
部
の

方
へ
行
く
と
、
財
政
上
の
迫
害
と
戰
は
ね
ば
ら
な
ぬ
。
帳
簿
の

整
理
や
、
廣
告
の
交
渉
、
印
刷
所
と
の
談
判
、
い
や
仲
々
の
騒
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雜
誌
を
迎
へ
て
居
る
、
十
號
と
そ
の
生
命
を
保
た
ぬ
地
方
雜
誌

は
河
野
君
の
薄
ぺ
ら
な
銀
鈴
に
如
何
な
る
面
目
が
あ
ら
う
か
、

河
野
君
は
地
方
文
學
の
鼓
吹
に
就
い
て
は
餘
程
盡
力
さ
れ
た
人

で
あ
る
、�

（
終
刊
号　

入
澤
凉
月
「
銀
鈴
と
河
野
君
」）

涼
月
の
名
は
夙
に
第
一
号
よ
り
見
え
、
巻
末
広
告
に
血
汐
会
『
白

虹
』
も
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
一
方
『
白
虹
』
に
お
い
て
も
『
銀
鈴
』

の
広
告
が
掲
載
さ
れ
、
両
誌
は
相
互
に
関
係
を
深
め
て
い
た
。
明
石

利
代
氏
は
、『
白
虹
』
に
お
い
て
は
河
野
翠
瀲
が
先
輩
と
し
て
重
視

さ
れ
、
そ
の
協
力
を
期
待
し
た
と
さ
れ
る（
12
）。

『
白
虹
』
は
明
治
三
六
年
三
月
に
創
刊
さ
れ
た
『
血
汐
』
を
前
身

と
し
て
明
治
三
七
年
に
刊
行
さ
れ
、
明
治
四
二
年
二
月
の
二
八
号
を

最
終
号
と
し
た
。
そ
の
創
刊
と
終
刊
は
『
銀
鈴
』
と
同
時
期
で
あ
り
、

両
誌
の
発
展
と
終
焉
は
軌
を
一
に
し
て
い
た
と
い
え
る
。
こ
う
し
た

岡
山
の
文
学
運
動
と
の
関
連
に
つ
い
て
も
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。涼

月
の
ほ
か
、『
銀
鈴
』
に
お
い
て
重
ん
じ
ら
れ
た
文
人
と
し
て
、

『
明
星
』
で
活
躍
し
た
青
戸
白
虹
、
川
上
櫻
翠
、
平
野
萬
里
、
多
田

東
岳
、
蔵
田
の
ぶ
子
、
奥
原
碧
雲
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
筆
名

「
天
涯
の
孤
客
」
で
の
ち
大
阪
市
立
大
学
初
代
学
長
と
な
る
井
川
（
恒

藤
）
恭
、
新
凉
会
浜
田
支
部
を
担
い
、
タ
ゴ
ー
ル
詩
な
ど
を
翻
訳
し

た
詩
人
・
増
野
翅
白
（
三
良
）
ら
の
作
品
が
載
る
こ
と
も
見
逃
せ
な

い
。
既
に
奥
野
久
美
子
氏
に
よ
っ
て
、〈
大
阪
市
立
大
学
恒
藤
恭
旧

蔵
資
料
〉
と
併
せ
て
本
資
料
を
活
用
し
、
井
川
恭
の
松
江
時
代
の
短

は
大
き
か
っ
た
だ
ろ
う
。

終
刊
号
に
お
い
て
、紅
雨
は
「
終
始
離
れ
ざ
る
財
政
上
の
迫
害
と
、

兄
が
身
の
愈
々
益
々
多
忙
を
加
ふ
る
と
は
、
到
底
こ
れ
を
持
續
す
る

能
は
ず
、
憾
み
を
呑
ん
で
廃
刊
す
る
運
命
に
陥
れ
り
。
悲
し
か
ら
ず

と
せ
ん
や
」
と
翠
瀲
の
労
を
慮
っ
た
。

終
刊
に
つ
い
て
、
翠
瀲
自
身
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

五
年
の
歳
月
は
、雜
誌
の
壽
命
よ
り
云
へ
ば
決
し
て
短
く
な
い
。

そ
の
間
幾
多
の
苦
境
を
經
つ
ヽ
も
無
難
に
今
日
ま
で
漕
ぎ
附
け

得
た
努
力
の
跡
を
返
り
見
る
と
、
豈
に
多
少
の
感
慨
な
か
ら
ん

や
だ
。
過
去
奮
闘
の
歴
史
を
想
ひ
出
す
毎
に
、
其
處
に
直
に
我

等
は
我
等
の
愉
悦
と
誇
り
と
の
影
が
浮
ぶ
の
を
認
め
る
。

（
第
三
三
号
「
懷
舊
五
年
」）

本
誌
銀
鈴
は
本
號
を
以
て
終
刊
と
致
候
。
小
生
微
力
の
經
營
が

遂
に
三
十
六
號
に
達
し
候
事
思
へ
ば
多
少
の
感
な
き
に
あ
ら
ず

候
。�

（
終
刊
号
「
卷
末
語
」）

終
刊
号
で
は
、
翠
瀲
の
呼
び
か
け
に
よ
り
、
社
友
の
懐
旧
談
や
小

品
の
寄
稿
が
あ
り
、
誌
面
は
最
後
の
賑
わ
い
を
み
せ
る
。『
明
星
』

と
共
に
『
銀
鈴
』
廃
刊
を
皆
惜
し
ん
だ
。

岡
山
の
血
汐
会
を
主
宰
す
る
入
澤
凉
月
は
次
の
よ
う
に
評
し
た
。

興
廃
常
な
き
現
今
の
地
方
文
壇
は
絶
え
ず
不
忠
實
な
る
夥
多
の
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に
「
み
だ
れ
髪
歌
か
る
た
」
を
製
作
し
た
。
非
水
の
存
在
を
知
っ
て

い
た
河
野
翠
瀲
は
、
非
水
の
浜
田
赴
任
を
知
り
、『
銀
鈴
』
表
紙
絵

を
依
頼
し
た
の
だ
ろ
う
。
第
三
号
か
ら
第
二
三
号
（
う
ち
第
一
九
号

～
二
二
号
を
除
く
）
に
お
い
て
そ
の
表
紙
絵
が
み
ら
れ
る
。

本
號
表
紙
繪
は
昨
年
一
月
の
雜
誌
『
明
星
』『
み
だ
れ
髪
歌
が

る
た
』
畫
き
給
ひ
し
一
人
の
君
に
候
、
本
社
翠
瀲
の
懇
囑
を
容

れ
て
、
特
に
寄
せ
給
ひ
し
は
同
人
等
の
感
謝
す
る
處
に
候
。

（
第
三
号
「
編
輯
餘
言
」）

当
初
は
日
本
画
家
を
志
し
川
端
玉
章
に
師
事
し
て
い
た
非
水
で

あ
っ
た
が
、
黒
田
清
輝
と
の
出
逢
い
に
よ
り
、
ア
ー
ル
・
ヌ
ー

ヴ
ォ
ー
に
魅
了
さ
れ
、
図
案
家
の
道
を
志
す
よ
う
に
な
る
。
ミ
ュ

シ
ャ
の
絵
な
ど
を
熱
心
に
模
写
し
た
と
さ
れ
、そ
の
画
風
は
『
銀
鈴
』

表
紙
絵
に
も
顕
著
に
み
と
め
ら
れ
る
。

非
水
が
担
当
し
た
『
銀
鈴
』
表
紙
絵
に
は
す
べ
て
月
桂
樹
な
ど
の

冠
を
し
た
女
神
が
描
か
れ
、
そ
の
手
に
は
ペ
ン
・
鈴
・
竪
琴
・
蝶
な

ど
が
持
た
れ
て
い
る
。
中
で
も
竪
琴
は
ほ
ぼ
必
ず
描
か
れ
、
女
神

は
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
神
話
に
お
け
る
文
芸
を
司
る
九
人
の
女
神
た

ち
・
ム
ー
サ
（M

usa/M
use

）
の
一
人
、
エ
ラ
ト
ー
（Erato

）
で

あ
ろ
う
か
。
竪
琴
と
共
に
描
か
れ
る
エ
ラ
ト
ー
は
独
唱
歌
を
司
る
女

神
で
あ
り
、
短
歌
を
中
心
と
す
る
『
銀
鈴
』
の
モ
チ
ー
フ
に
相
応
し

い（
15
）。

先
立
つ
第
二
号
に
は
そ
れ
を
祝
福
す
べ
く
、
山
本
明
星
（
大
東
支

歌
に
つ
い
て
の
研
究
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る（
13
）。

二
、
杉
浦
非
水
　
表
紙
絵
と
書
簡

『
銀
鈴
』
の
表
紙
を
飾
る
の
は
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
の

先
駆
者
的
存
在
と
い
わ
れ
る
杉
浦
非
水
（
本
名
朝
武
）（
一
八
七
六

─
一
九
六
五
）
で
あ
る
。
三
越
呉
服
店
の
図
案
を
担
当
し
、
多
摩
帝

国
美
術
学
校
（
現
多
摩
美
術
大
学
）
の
校
長
と
図
案
科
の
教
授
で

あ
っ
た
こ
と
で
有
名
で
あ
る
。

非
水
は
、
明
治
三
七
年
四
月
に
旧
制
島
根
県
立
第
二
中
学
校
に
図

画
教
員
と
し
て
赴
任
し
、
明
治
三
八
年
十
一
月
に
上
京
し
中
央
新
聞

社
に
入
社
す
る
ま
で
、
島
根
県
浜
田
市
に
居
住
し
た
。
本
校
は
邑
智

郡
美
郷
町
出
身
の
画
家
・
中
原
芳
煙
（
一
八
七
五
─
一
九
一
五
）
の

母
校
で
あ
っ
た
。
東
京
美
術
学
校
（
現
東
京
藝
術
大
学
）
卒
業
後
、

芳
煙
は
母
校
に
教
師
と
し
て
赴
任
す
る
も
の
の
、
二
ヶ
月
で
師
の
川

端
玉
章
に
呼
び
戻
さ
れ
る
。
同
門
下
の
非
水
は
、
芳
煙
の
後
任
と
し

て
浜
田
に
赴
任
し
た
。

非
水
は
、
正
岡
子
規
や
高
浜
虚
子
な
ど
で
有
名
な
松
山
市
の
生
ま

れ
で
あ
り
、
島
根
で
の
教
員
時
代
に
は
子
規
派
の
俳
句
に
熱
中
し
、

そ
の
頃
に
使
用
し
て
い
た
俳
号
が
「
翡
翠
郎
」
で
あ
っ
た
と
い
う（
14
）。

雅
号
「
非
水
」
は
こ
の
俳
号
に
由
来
し
、
中
央
新
聞
社
か
ら
こ
の
号

を
使
用
し
始
め
た
（
島
根
時
代
は
「
杉
浦
朝
武
」
の
本
名
で
活
動
）。

俳
句
に
関
心
の
深
い
非
水
は
、
与
謝
野
晶
子
『
み
だ
れ
髪
』（
明

治
三
四
／
一
九
〇
一
年
）
に
感
銘
を
受
け
、
同
年
に
中
澤
弘
光
と
共
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念
号
や
新
年
号
の
折
に
、
早
く
て
三
号
、
長
く
て
六
号
お
き
に
表
紙

を
刷
新
し
て
お
り
、
全
部
で
五
種
類
の
表
紙
絵
が
み
ら
れ
る
。

創
刊
二
年
目
と
な
る
第
六
号
（
明
治
三
八
年
六
月
）
は
、
多
数
の

社
友
の
寄
稿
か
ら
成
る
充
実
し
た
号
で
あ
り
、
非
水
の
作
品
等
も
、

表
紙
絵
【
図
③
】、
欄
画
【
図
⑨
】、
消
息
、
卷
末
画
【
図
⑩
】
と
多

数
掲
載
さ
れ
る
。
消
息
で
は
、
日
常
と
自
身
の
寄
せ
た
絵
に
つ
い
て

記
さ
れ
る
。

當
時
、
綠
蔭
風
涼
し
き
節
と
相
成
、
時
々
閑
を
偸
ん
で
鮮
や
か

な
る
サ
ッ
プ
ク
リ
ー
ン
風
光
に
浴
し
居
申
し
候
。
た
ヾ
彩
筆
を

弄
す
る
と
い
ふ
計
り
に
て
、
あ
ま
り
面
白
き
も
の
も
出
來
申
さ

ず
、
汗
顔
の
至
り
に
存
じ
候
。（
杉
浦
朝
武
）

（
第
六
号
「
松
葉
牡
丹
（
消
息
）」）

巻
末
に
「
夕
陽
」
と
題
さ
れ
た
多
色
刷
の
絵
【
図
⑩
】
が
綴
じ
込

ま
れ
、
こ
れ
に
関
わ
る
書
簡
、
杉
浦
非
水
か
ら
河
野
翠
瀲
に
充
て
た

手
紙（
16
）
が
本
資
料
に
残
さ
れ
て
い
る
【
図
⑪
】。

書
簡
の
日
付
は
二
月
四
日
と
あ
り
、
非
水
が
旧
制
島
根
県
県
第
二

中
学
校
在
任
中
の
明
治
三
八
（
一
九
〇
五
）
年
二
月
四
日
と
考
え
ら

れ
る
。
内
容
は
、『
銀
鈴
』
四
号
（
明
治
三
八
年
二
月
）
を
拝
受
し

た
こ
と
、『
学
の
友
』
の
表
紙
絵
の
依
頼
に
つ
い
て
承
知
し
た
こ
と
、

四
月
発
行
の
『
銀
鈴
』
に
挿
画
を
寄
贈
し
た
い
と
い
う
旨
等
が
記
さ

れ
る
。
こ
の
挿
画
が
、
第
六
号
の
「
夕
陽
」
だ
ろ
う
。
謄
写
版
で
あ

る
た
め
精
巧
な
も
の
で
は
な
い
が
、
発
行
部
数
を
教
え
て
ほ
し
い
と

部
主
宰
）
が
次
の
よ
う
な
短
歌
を
贈
り
、
翠
瀲
を
文
芸
の
担
い
手
と

し
て
「
ミ
ュ
ー
ズ
の
神
の
使
い
」
と
称
え
た
。

詩
に
た
か
き
ミ
ュ
ー
ズ
の
神
の
使
い
な
る
君
が
み
袖
に
掩
は
れ

ば
足
る
（
翠
瀲
の
君
に
）　

山
本
明
星
（
出
雲
）

（
第
二
号
「
微
響
」）

『
明
星
』
と
の
か
か
わ
り
を
も
ち
、画
家
と
し
て
駆
け
出
し
で
あ
っ

た
非
水
の
島
根
へ
の
到
来
は
、『
銀
鈴
』
に
と
っ
て
幸
運
な
出
来
事

だ
っ
た
と
い
え
る
。『
明
星
』
を
模
倣
し
『
銀
鈴
』
を
装
う
こ
と
で
、

翠
瀲
は
地
元
歌
人
ら
の
意
欲
を
よ
り
高
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

『
銀
鈴
』
の
文
芸
誌
と
し
て
の
意
気
込
み
は
、
こ
の
表
紙
絵
に
も

強
く
託
さ
れ
て
お
り
、第
六
号
を
「
夏
期
號
と
し
て
聊
体
裁
を
一
新
」

す
る
こ
と
を
名
言
し
た
第
五
号
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

諸
家
の
寄
稿
、
會
友
の
作
等
滿
載
し
、
且
同
人
が
詩
に
對
す
る

態
度
を
表
明
す
べ
く
、
其
他
表
紙
繪
を
改
め
、
挿
絵
を
設
く
る

に
就
て
は
、
畫
伯
杉
浦
朝
武
氏
の
快
諾
を
得
た
る
を
以
て
、
亦

諸
君
の
目
を
樂
ま
し
む
る
も
の
あ
る
べ
し
と
窃
か
に
自
信
致
し

居
候
。�

（
第
五
号
「
編
集
餘
言
」）

益
々
の
投
稿
を
期
待
し
、
詩
に
対
す
る
情
熱
を
表
明
し
よ
う
と
、

非
水
に
新
た
な
表
紙
絵
を
依
頼
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
読
者

の
目
を
樂
ま
し
む
る
」、「
燦
然
目
を
奪
ふ
」（
第
九
号
）
た
め
、
記
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（
島
根
県
飯
石
郡
赤
名
村
）
発
行（
18
）、
編
集
人
は
大
谷
俊
輔
と
あ
る
。

『
銀
鈴
』
三
号
に
『
学
の
友
』
の
広
告
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、「
專
ら

小
學
児
童
の
好
侶
伴
と
な
り
又
家
庭
少
年
の
良
師
友
と
な
る
べ
き
學

術
雜
誌
で
あ
つ
て
其
の
記
事
も
教
育
家
の
寄
稿
數
篇
の
外
は
皆
大
方

讀
者
の
投
書
の
で
あ
り
ま
す
」
と
、
小
学
児
童
向
け
の
雑
誌
で
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
読
者
層
は
広
く
、
石
見
や
出
雲
の
み
な
ら
ず
、

美
作
、
備
後
、
播
磨
、
紀
伊
、
三
河
、
尾
張
、
下
総
、
常
陸
、
越
後
、

羽
前
、
肥
後
な
ど
、
中
国
・
関
東
・
北
陸
・
九
州
地
方
に
ま
で
及
ぶ
。

本
誌
は
『
銀
鈴
』
と
同
じ
赤
名
活
版
所
に
て
印
刷
さ
れ
、
翠
瀲
も

新
派
の
俳
句
の
選
者
を
つ
と
め
て
い
る
。
そ
の
他
、
選
者
と
し
て
銀

鈴
社
友
が
多
く
み
と
め
ら
れ
、
佐
々
木
朝
風
が
小
品
文
、
岩
崎
酔
芳

が
新
派
和
歌
、
奥
原
碧
雲
が
新
体
詩
の
選
者
と
し
て
載
り
、『
銀
鈴
』

と
『
学
の
友
』
の
主
な
担
い
手
は
重
な
り
も
多
か
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
今
後
『
学
の
友
』
の
新
た
な
号
が
発
見
さ
れ
る
こ
と
が
あ
れ
ば

ば
、
非
水
の
新
し
い
資
料
と
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。

ま
た
、
明
治
三
八
年
八
月
に
は
、
銀
鈴
社
よ
り
翠
瀲
の
『
短
歌
零

話
』（
19
）
が
出
版
さ
れ
、
こ
の
挿
絵
も
非
水
が
担
当
し
て
い
る
。
ハ
ー

ト
を
背
に
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ド
が
矢
を
つ
が
え
る
構
図
は
、
与
謝
野
晶
子

『
み
だ
れ
髪
』
の
表
紙
及
び
挿
絵
（
藤
島
武
二
絵
）
に
影
響
を
受
け

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

非
水
は
明
治
三
八
年
十
一
月
、
東
京
の
中
央
新
聞
社
に
入
社
す
る

が
、
島
根
を
離
れ
て
も
両
者
の
繋
が
り
は
途
絶
え
て
い
な
か
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
第
十
号
で
は
社
友
動
静
と
し
て
次
の
よ
う
に
あ
る
。

い
う
内
容
が
記
さ
れ
、
非
水
の
手
に
よ
っ
て
印
刷
さ
れ
た
も
の
が

『
銀
鈴
』
の
卷
末
附
録
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
「
夕
陽
」
は
、非
水
の
島
根
時
代
の
画
帖
に
あ
る
「
都
野
津
」

（
島
根
県
江
津
市
）
と
同
様
の
構
図
で
あ
り
、
そ
れ
を
も
と
に
版
画

と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
画
帖
は
、
川
西
由
里
氏
に
よ
る
と
次

の
よ
う
な
行
程
で
描
か
れ
た
。

非
水
は
11
月
３
日
に
浜
田
か
ら
海
岸
沿
い
を
東
に
約
20
キ
ロ
、

江
津
ま
で
写
生
を
し
な
が
ら
歩
き
（
当
時
は
鉄
道
が
な
か
っ

た
）、
少
な
く
と
も
２
泊
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
旅
館
で
の
写

生
に
学
生
服
姿
の
人
物
が
多
数
い
る
の
で
、
学
生
を
引
率
し
て

の
小
旅
行
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
教
員
生
活
を
楽
し
ん
で
い
た
様

子
が
う
か
が
え
る（
17
）。

す
な
わ
ち
「
夕
陽
」
は
、
明
治
三
七
（
一
九
〇
四
）
年
十
一
月
に

浜
田
か
ら
江
津
へ
の
写
生
の
旅
の
中
で
描
か
れ
た
作
品
で
あ
っ
た
。

左
下
に
「
ス
ギ
ウ
ラ　1905

」
の
サ
イ
ン
が
み
ら
れ
、
版
画
の
制
作

は
写
生
の
翌
年
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
て
、
書
簡
に
は
、「
先
日
御
紹
介
の
学
の
友
表
紙
承
知
仕
候
。

来
る
十
五
日
迄
に
制
作
仕
候
」
と
あ
り
、翠
瀲
は
非
水
に
『
学
の
友
』

と
い
う
別
の
雑
誌
の
表
紙
に
つ
い
て
も
依
頼
を
し
て
い
た
こ
と
わ
か

る
。『

学
の
友
』
に
つ
い
て
は
資
料
が
殆
ど
な
く
、
手
元
の
第
六
十

号
（
明
治
三
九
年
十
一
月
）
を
見
る
の
み
で
あ
る
が
、
學
友
雜
誌
社
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杉
浦
朝
武
氏
は
、
目
下
在
京
、
某
新
聞
社
に
在
り
て
彩
筆
を
揮

は
れ
つ
ヽ
あ
り
。�

（『
銀
鈴
』
第
十
号
「
社
友
動
靜
」）

非
水
の
表
紙
絵
が
見
ら
れ
な
く
な
る
の
は
第
一
九
号
（
明
治
四
〇

年
一
月
）
の
新
年
号
か
ら
で
あ
り
、「
文
学
雑
誌　

銀
鈴
」
と
題
し

た
シ
ン
プ
ル
な
表
紙
に
代
わ
り
、
同
表
紙
が
二
二
号
ま
で
続
く
。
二

三
・
二
四
号
は
再
び
非
水
の
画
と
な
る
も
の
の
、
第
二
五
号
の
判
型

変
更
に
伴
っ
て
か
（
前
節
）、「
銀
鈴
」
と
の
み
印
刷
さ
れ
た
、
第
一

号
に
も
似
た
簡
素
な
表
紙
に
回
帰
す
る
。

翠
瀲
が
業
務
多
忙
と
な
っ
た
の
と
同
時
に
、
非
水
も
ま
た
明
治
四

一
年
に
三
越
呉
服
店
の
図
案
を
担
当
し
人
気
を
博
し
て
い
た
。
こ

の
頃
か
ら
徐
々
に
両
者
の
関
係
維
持
が
難
し
く
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

従
っ
て
翠
瀲
と
非
水
の
関
係
が
み
と
め
ら
れ
る
の
は
、
非
水
の
島
根

時
代
か
ら
中
央
新
聞
社
時
代
の
四
年
間
と
い
え
よ
う
。

さ
て
、『
銀
鈴
』
八
号
（
明
治
三
八
年
十
月
）
に
は
、
非
水
の
俳

句
が
掲
載
さ
れ
る
。
千
江
選
で
、「
秋
の
日
」
と
題
さ
れ
る
中
の
一

句
で
あ
り
、
俳
号
「
翡
翠
郎
」
が
用
い
ら
れ
る（
20
）。

葉
を
渉
る
蟷
螂
の
斧
や
肩
の
上　

翡
翠
郎

蟷
螂
の
様
子
を
描
い
た
写
生
的
な
句
で
あ
る
。『
銀
鈴
』
に
翡
翠

郎
名
義
の
作
品
は
こ
の
箇
所
の
み
で
あ
る
が
、
非
水
の
俳
句
作
品
と

し
て
貴
重
な
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

【図①】『銀鈴』第一号表紙【図②】『銀鈴』第三号表紙
（杉浦朝武）
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【図③】『銀鈴』第六号表紙
（杉浦朝武）

【図⑤】『銀鈴』第一三号表紙
（杉浦朝武）

【図④】『銀鈴』第九号表紙
（杉浦朝武）

【図⑥】『銀鈴』第二三号表紙
（杉浦朝武）
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【図⑦】河野翠瀲宛書状（奈倉梧月・祝羽風）

【図⑧】『銀鈴』第二五号表紙

【
図
⑨
】『
銀
鈴
』
第
六
号
欄
画
（
杉
浦
朝
武
）
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【図⑩】『銀鈴』第六号巻末画（杉浦朝武）

【図⑪】河野岩雄宛書状（杉浦朝武）



83

注
11　

�『
草
笛
』
は
明
治
三
六
年
に
創
刊
さ
れ
た
俳
句
誌
。
正
岡

子
規
に
師
事
し
た
奈
倉
梧
月
ら
に
よ
り
、
三
〇
年
に
碧
雲

会
が
結
成
さ
れ
た
。

注
12　

�

明
石
利
代
「
岡
山
の
文
芸
誌
『
白
虹
』
を
中
心
と
す
る
文

学
運
動
」『
女
子
大
文
学　

国
文
篇
』（
大
阪
府
立
大
学
）

二
三
号　

一
九
七
二
年

注
13　

�

奥
野
久
美
子
「
大
阪
市
立
大
学
恒
藤
恭
旧
蔵
資
料
と
明
治

期
島
根
県
明
星
派
歌
人
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
」
西
田

正
宏
・
奥
野
久
美
子
編
『
上
方
・
大
阪
都
市
文
化
の
研
究

拠
点
形
成
：
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
の
整
備
と
発
信
』
大
阪
市

立
大
学
都
市
研
究
プ
ラ
ザ　

二
〇
二
二
年
三
月

注
14　

�

長
井
健
「
雅
号
「
非
水
」
と
サ
イ
ン
の
変
遷
」『
杉
浦
非

水　

時
代
を
ひ
ら
く
デ
ザ
イ
ン
』
毎
日
新
聞
社　

二
〇
二

一
年

注
15　

�

古
澤
夕
起
子
氏
よ
り
九
条
武
子
歌
集
『
金
鈴
』
の
装
丁
を

杉
浦
非
水
が
行
っ
て
い
る
と
の
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。

表
紙
絵
の
孔
雀
は
非
水
が
好
ん
で
描
い
た
モ
チ
ー
フ
で
あ

り
、『
銀
鈴
』
九
号
の
女
神
の
頭
に
も
孔
雀
の
羽
が
描
か

れ
て
い
る
。

注
16　

�

読
解
に
あ
た
っ
て
は
寺
本
喜
徳
先
生
に
ご
協
力
を
賜
っ

た
。

注
17　

�
川
西
由
里
「
杉
浦
非
水
の
島
根
時
代
」『
杉
浦
非
水　

時

代
を
ひ
ら
く
デ
ザ
イ
ン
』
毎
日
新
聞
社　

二
〇
二
一
年

注
18　

�

但
し
、『
銀
鈴
』
第
八
号
「
寄
贈
新
刊
」
に
は
、「「
学
之

注
1　

�

寺
本
喜
徳
「
山
陰
『
明
星
』
歌
人
資
料
目
録
」
一
九
九
八

年
十
一
月　

島
根
県
立
島
根
女
子
短
期
大
学
附
属
図
書
館

注
2　

�
寺
本
喜
徳
『
山
陰
文
芸
襍
記
』「
山
陰
『
明
星
』
歌
人
た

ち
」
島
根
県
島
根
女
子
短
期
大
学
国
語
国
文
学
会�

一
九

九
九
年
、『
島
根
県
近
代
文
芸
史
稿
―
資
料
と
考
察
―
』

山
陰
文
藝
協
会　

二
〇
一
四
年

注
3　

�

福
田
喜
代
美
「
河
野
翠
瀲
編
『
銀
鈴
』
総
目
次
」『
島
根

国
語
国
文
』
九
号　

一
九
九
八
年
二
月
、「
河
野
翠
瀲
編

『
銀
鈴
』
作
者
名
索
引
」『
島
根
国
語
国
文
』
第
十
号　

一

九
九
九
年
二
月
、堀
田
美
穂
「
河
野
翠
瀲
の
生
涯
と
文
学
」

『
島
根
国
語
国
文
』
第
八
号　

一
九
九
七
年
十
二
月
な
ど

注
4　

�

北
井
由
香
「
ご
存
じ
で
す
か
？
こ
の
山
陰
歌
人
」『
の
ん

び
り
雲
』
第
三
号　

二
〇
〇
九
年
十
月

注
5　

�

島
根
県
立
大
学
松
江
キ
ャ
ン
パ
ス
図
書
館
「
山
陰
明
星
歌

人
資
料
」https://matsuec.u-shimane.ac.jp/campus/

library/sanin.html

注
6　

�

山
崎
克
彦
『
石
見
人
物
記
』「
明
星
派
の
歌
人　

河
野
翠

瀲
」
一
九
八
九
年

注
7　

�

明
石
利
代
『「
明
星
」
の
地
方
歌
人
考
』「
河
野
翠
瀲
」
一

九
七
九
年　

笠
間
書
院

注
8　

�

明
石
利
代
（
前
掲
書
）

注
9　

�

明
石
利
代
「
奥
原
碧
雲
」（
前
掲
書
）

注
10　

�

第
二
号
は
松
江
、
第
三
号
以
降
は
基
本
的
に
赤
名
活
版
所

で
印
刷
さ
れ
た
。
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友
」（
一
〇
）
岡
山　

學
之
友
雜
誌
社
」
と
あ
り
、
岡
山

で
の
発
行
と
な
っ
て
い
る
。

注
19　

�

河
野
翠
瀲
『
短
歌
零
話
』
銀
鈴
社　

一
九
〇
五
年　

国
立

国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

注
20　

�
同
箇
所
に
お
い
て
、「
翠
子
」
と
い
う
人
物
の
次
の
句
が

掲
載
さ
れ
、
非
水
の
妻
・
杉
浦
翠
子
で
あ
る
と
も
考
え
ら

れ
る
。

　
　
　
　

放
屁
虫
芋
掘
る
爺
の
足
を
追
ふ　

翠
子

附
記本

稿
は
、
令
和
三
年
度
島
根
県
立
大
学
学
長
裁
量
経
費
（
若
手
支

援
枠
）
研
究
課
題
「
山
陰
〈
明
星
〉
歌
人
資
料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ

ブ
作
成
と
公
開
及
び
そ
の
研
究
」、
令
和
四
年
度
科
学
研
究
費
基
盤

研
究
（
Ｃ
）
研
究
課
題
「
近
代
島
根
歌
壇
の
研
究
─
恒
藤
恭
の
短
歌

関
連
資
料
と
山
陰
『
明
星
』
歌
人
資
料
を
活
用
し
て
─
」（
研
究
代

表
者　

奥
野
久
美
子
、
研
究
分
担
者　

山
村
桃
子
）
の
研
究
成
果
の

一
部
で
あ
る
。

（
島
根
県
立
大
学
人
間
文
化
学
部　

准
教
授
）


